


















































甲斐 敏弘?，黒住 昌史?，武井 寛幸?
齊藤 毅?，安達 章子?，東海林琢男?





















(34.1％)であった.病理診断はmucinous ca 7例,IDC 2例,





行った.③囊胞様病変の病理所見はmucinous ca 2例,DCIS 1例,MLT 4例,IDP 1例,mastopathy 4例,cyst 5例であっ
た.悪性の3例はいずれも細胞診ではClass?で悪性細胞
はなかったが,粘液状検体であることで専門治療施設に精
査を依頼したことで診断に至った.【考 察】 腫瘤像の
細胞診で粘液状検体が得られた場合は,当然ながら粘液癌
も考慮した対応が必要になるが,画像上良性の可能性の高
いと思われる囊胞様病変から粘液状検体が得られた場合も
慎重に対処する必要があると思われる.
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